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香川県内大学・高専連携人材育成システム
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26年度 入塾式・修了発表会
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ご挨拶

香川大学は、平成 20年 10月、「21世紀源内ものづくり塾 (以下、源内塾)」 を開設

しましたが、25年度からは香川県産業成長戦略の産業人材創出支援事業として、再出

発しています。

この度、24年度に入塾した第 5期生が 2年間の受講課程を修了し、一方、26年度と

して第 7期生を迎えることになりましたので、入塾式と修了発表会を併せて行います。

源内塾は、香川におけるものづくり企業の明日を担う人材を育成するため、単に技術

がわかるだけでなく、マーケテイングやビジネスプラン等経営マインドも養成する実践

的なプログラムにより、「売れるものづくりJが企画・開発できる若手リーダーを育成

します。

25年度以降、従来の先端分野の開発部門だけでなく、次代の経営を担う人材 (ものづ

くり分野、ベンチヤーを含む)、 イノベーションの原動力となる人材、健康関連製品の

開発を目指す人材 (文部科学省、地域イノベーション戦略支援プログラム 「かがわ健
康関連製品開発地域」)など香川のものづくり企業全般に対象を拡大しています。

このため、育成する体制について、「地域で必要な人材は、自前で育成する」を基本に、

香川大学を中心に、香川高等専門学校、徳島文理大学、香川県立保健医療大学といつた

香川県内の自然科学系の大学と高専が連携し、香川の知の総力を結集して育成に当たつ

ています。

育成システムとしては、従来の「座学」、「課題研究」、「技術経営」といつた 2年間の

育成課程をベースに、「自ら学ぶ場」の提供を通じ、受講者が「教えられる」という受

け身でなく、主体的に取り組むことを基本に育成します。

具体的には、座学による集合教育では、同期生による仲間作りを行い、マンツーマン

方式の課題研究では、指導教員との面談を通じ大学の壁を取り除き、更に技術経営では、

ゼミ形式のグループディスカッションを取り入れ、ビジネスプランをブラシュアップす

る等多様な育成手法により、問題を発見し、それを概念化する手法を学び、そして、そ

れを解決する能力を徹底して鍛えます。

源内塾では、このように、企業で、また地域で活躍する人材を

継続的に輩出していきたいと考えています。

21世紀源内ものづくり塾
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(1)主催者挨拶

司会 :香川大学社会連携・知的財産センター

特命教授 十河修二

香川大学

理事・副学長 (研究担当)早川 茂

香川県商工労働部

産業政策課長 田中 一裕

(2)事業紹介
香川大学微細構造デバイス統合研究センター

センター長 高尾 英邦

同上(3)26年度生紹介

バ リュー・ エ ンジ ニ ア リン グで    ォムロン株式会社原価企画革新部
競争に打ち勝つものづくり!    経営基幹職    柳瀬 晃 氏

[コ メンテーター]

(1)修了牛によるビジネスプラン発表

株式会社テクノ 。インテグレーション

代表取締役  出川 通 氏

同 上(2)全体講評

香川大学工学部特命教授

(3)審査結果発表            源内塾塾長   三原 豊

(4)修了式 (祝辞と称号授与)              同 上

以上

プログラム

1.入塾式 (15ЮO～ 1530)

2.記 念請演 (1530～ 1630)

休 憩

3。 修了発表会・修了式 (1645～ 1755)

4。 交流会 (18ЮO～ 1&30)【会場 :ステージと反対佃」のホール】



( 26年度生の募集について )

①受け入れ企業として、マイクロ・ナノ技術に関連した企業だけでなく、香川の

ものづくり企業全般に拡大しています。

②文部科学省地域イノベーション戦略支援プログラム 「かがわ健康関連製品開発
地域」の人材育成ユニットの「ものづくリコース」と一体的に運営しています。

26年度の入塾予定者 (10名 )

① 栗山 欣也 ( 鎌長製衡株式会社 )

② 曽根 浩之 ( 四変テック株式会社 )

③ 中岡 誠司   ( 株式会社香西鉄工所 )
④ 中元 優介   ( 株式会社長峰製作所 )

⑥ 馬渕 佑一郎  ( ヨークス株式会社 )
⑦ 南 孝典    ( 大同ゴム株式会社 )

森口 真 四国計測工業株式会社 )

株式会社石垣 )

1.入 塾式
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⑤ 橋本 佳典   ( 株式会社タナベ刺繍 )

③ 村上 岡」史   ( 東洋テックス株式会社 )
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柳瀬 晃 氏
〇生年月 日

1961年 1月 23日
○現 職
オムロン株式会社 グローバルものづくり革新本部

購買プロセス革新センタ 原価企画革新部

・姫路工業大学卒業 (1983年 3月 )

。オムロン株式会社入社 (1983年 4月 )

。商品開発部門、知的財産権部門、技術本部企画推進室を経て、

購買関連部門に所属し、現在に至る。

。原価企画の導入に従事 (1997年 )

。本社購買部門で原価企画の普及に従事 (2002年 )

。コスト開発の専門職就任 (2014年 )

○受 賞 等
。日本バリュー・エンジニアリング協会普及功労賞受賞 (2012年 )

。日本バリュー・エンジニアリング協会 VEスペシャリスト認定

(2013年 )

。日本バリュー・エンジニアリング協会西日本支部運営委員に

就任 (2008年 )
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経営基幹職 VES

2.記 念講演

(1)演 題

12)講 師紹介

〇氏 名

○経 歴

○社会活動
― ―
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1.オムロンの概要

2.VE(′ リヽューエンジニアリング)

3.オムロンの購買組織

4.オムロンのコストマネジメント

1)コストマネジメントの取組みの進化
2)原価企日の取組み
3)部材職略。■発■買の取組み
4)饉観的なコスト競争力づくりに向けて

1933年 (田椰年)5月 10日

1948年(昭和23年 )5月 19日

641億円(20:2撃月tat)

7,730●円(201“

“

月相・遭麟)

オムロングループ 36,842人

オムロン株式会社   4.325人

国内子会社     フ,040人

海外子会社     25,468人
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システム事業

ボディーコント
ロールユニット
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スイッチ事業

バワーウインドウスイツチ
&各種車颯用スイツチ
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セキュリティ事業
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エネルギー遠隔監視装置

アメリカ、ヨーロッパ、アジアパシフィックと中国でビジネスを展開し、工場自動化用制御機
器事業をはじめ世界80カ国を網羅した販売ネットワークを構築。中国の大連、上海、深セ

品質な商品と現地に密着したサービスを提供しています。
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1.オムロンの概要

2.VE(′ リヽユーエンジエアリング)

3.オムロンの購買組織

4.オムロンのコストマネジメント

1)コストマネジメントの取組みの進化
2)原価企画の取組み
3)部材戦略◆開発購買の取組み
4)継観的なコスト競争力づくりに向けて
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①饉上げをする

②■害を増やす

③コストを下げる
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・1947年  GE社で「VA」誕生
・1945年  米国 国防総省が採用し、「VE」と命名
・1960年  日本企業が相次いで導入
・1965年  米国でVE法成立
・1998年  日本の建設省力

"仁
を公共工事に活用
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機能で捉えることで、
現状や現象から離れて、アイデアを出しやすくする

革新案＼ ・
VE/

製品改善
/   

製品改善   
｀

離 のフ
‥

目的は一つでも、手段は―つとは限らない

企業経営の目的―手段体系

社会貢献 _企 業を維持
を行う   発展させる

利益を確保する3つの要件

機能とコストで価値向上

―        VE的 問題解決


